
（様式２）

配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

1 2(1) 2 2

2 2(1) 2 2

4 4 4

3 4(3) 4 3

4 10(6) 8 8

5 4(3) 4 4

6 4(3) 4 4

7 4(3) 4 4

8 4(3) 4 4

9 3(2) 3 2

33 31 29

10 5(3) 5 5

11 5(3) 3 3

10 8 8

12 5(3) 5 5

13 5(3) 3 3

14 5(3) 5 5

15 13 13

15 10(6) 10 8

16 4(3) 4 3

17 4(3) 4 3

18 2(1) 2 2

19 2(1) 2 2

20 2(1) 2 1

21 2(1) 2 1

26 26 20

22 3(2) 3 2

23 3(2) 3 2

6 6 4

24 2(1) 1 1

25 2(1) 1 1

26 2(1) 2 2

　
6 4 4

100 92 82

備品の管理

個人情報保護
個人情報は適切に保管・処分されてい
る。職員が1人1冊マニュアルを持ってい
る。

施設利用者数：51,557/143,000
人(36％)

合　計　点

個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

小計

小計

条例や規則など法令を遵守し、適切
な管理運営を行っている。

活動指標
開館日数：286/315日
（90.8％）
情報発信回数：45/10回

Ⅶ　その他

雇用・労働条件への配慮
就労訓練制度マニュアルを作成
し、職場復帰がしやすいように
配慮している。

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

地域経済への配慮
計画通りに地域経済に配慮した
職員採用や業務委託が行われて
いる。

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き
等を行っているか。

法令、条例を遵守し、働きやすい職
場環境づくりに努めた。

地域経済にも配慮した職員採用や市
内業者への再委託を行っている。

消毒・清掃・トイレの洋式化により、新
型コロナウイルス感染防止対策となると
ともに、衛生面の向上に努めている。

小計

建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持
されているか。

毎日点検を行っており、建物･設備等が
安全に利用できるような状態が保持され
ている。

清掃・衛生・美観維持
利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフレットの陳列、
ポスター掲示等はないか。

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理

【利用料金収入】
R2:481,300円
R1:839,780円
（-59%）

必要な点検､報告､手続きを行っているほ
か､施設内での情報共有が図られてい
る。

持ち込み物品等の管理

安全確保のための日常点検を行い、不良
個所の早期発見に努め市に連絡相談の上
適切に対処した。

利用者が快適に利用できるよう整理
整頓、清掃・衛生管理・コロナ対策
に努めた。

利用目的に応じた適切な備品管理に
努めた。

個人情報保護対応マニュアルに基づき、個人情報

の取り扱いに最新の注意を払いながら漏洩等の事

故防止に努めている。

備品が適切に管理されているか。

持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

連絡調整
市への提出書類、届出、協議を適切に行
うとともに、懸案事項については逐次相
談に心がけた。

各種手続きが適切である。ビッグアイや
関係団体との連絡調整も適切に行ってい
る。

人員・研修体制
管理運営に必要な職員が配置されて
おり、職員の資質向上を図るため研
修も実施した。

科学に関する研修は新型コロナウイルス
の影響でオンライン研修となったが、積
極的に参加し研修の回数・機会が増え
た。

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行
われているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか。職員
に対し研修を実施しているか。

収支予算書どおりの収支状況となっているか。

協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相談
等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行っているか。

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

マニュアルを整備し、日常の点検励
行、定期的な訓練を実施した。

収支状況

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行
われたか。

契約書類等の管理を適正に行い、業務委
託や購入の際は入札等を行い適正な価格
での発注に努めた。業務委託等の管理の
状態は良好であった。

収入確保、支出の適正
化等、予算の執行状況

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

令和２（2020）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称

施設所在地

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
ユニバーサルデザイン化を推進し、
誰もが平等公平に利用できる施設運
営に努めた。

指定期間

評価項目 評価基準 市評価コメント 特記事項自己評価コメント

市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限
等）

施設区分

指定管理者

施設所管部課

郡山市ふれあい科学館

郡山市駅前二丁目11－1

平成31年４月１日～令和６年３月31日

事業実施型

公益財団法人郡山市文化・学び振興公社

郡山市文化スポーツ部　文化振興課

持ち込み物品の管理簿を作成し、適
切に管理している。

成果指標

　
小計

設定した指標の目標値（開館日、情報発信回数）を
達成しているか。

設定した指標の目標値（施設利用者数）を達成して
いるか。

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

市施策や方針に基づき、市有施設として
高い満足度が得られるよう積極的に指定
管理業務を遂行した

労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等
の順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

小計

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

コロナ拡大防止の休館期間を除き、
概ね計画通りに事業実施がなされ
た。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応できている
か。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告しているか。

要望や苦情などを職員で共有し改善を図
るとともに、重要案件については速やか
に市へ報告をした。

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致し
た、施設の管理運営がなされているか。

市の方針等に基づき、施設の設置目
的を達成するための管理運営に積極
的に取り組んだ。

管理運営方針及び仕様書に合致した
施設の管理運営がなされ、職員間で
も朝礼により共有している。

広報・ＰＲの実施

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

市内の学校への訪問営業やプログラ
ムガイドやウェブでのPR広報に努め
た。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

接遇の基本からおもてなし力向上のため、外部講

師を招き接遇研修を実施した。来館者応対のレベ

ルアップを図った。

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施設、地元
等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアップ、積極
性　等）

市の天文科学の拠点施設として大学
や企業などと連携した事業を推進し
た。

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事
項について対応を図っているか。

一般来館者や団体利用者のアンケー
ト内容を職員で共有し、改善を図っ
た。

利用者からの要望に応え、顔出しパ
ネルの作り替えや窓口インターフォ
ンの設置をした。

小計

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

施設･設備の点検を確実に行っており､情
報共有を図っているほか､市への報告も
速やかである｡点検して問題があった場
合は速やかに連絡している。

安全の確保

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、利用料金収入が減少しているが、事
務費等の支出の削減に努めている。

法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持されている
か。（修繕を含む。）

法定点検を確実に実施し、施設・設
備の適切な保守管理に努めた。

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

（様式２）

令和元（2019）年度

241,594

25,852

125,203

Ａ

台風19号や新型コロナウ
イルスによる影響が大き
かった。

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

令和２（2020）年度

行動計画
【前年度の指摘事項】
　市内、県内を対象とした営業活動や、SNS等を通じた積極的な広報活動をより効果的なものとするため、それぞれの取り組みの成果を確認し、具体的な企画に活用する必要
がある。

【改善対応状況】
　営業活動や広報活動を通して、お客様目線に立ったニーズやサービスの導入を検討しながら反映できる内容については,これからも反映させていく。

480,883

実　　　　　　　　績

令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

指定管理料 (千円) 239,289

二次評価
（市の評価） Ａ

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

利用者数 (人) 51,557 517,411

評価 評価内容

【次年度に向けて改善が必要な点】
・コロナ感染症対策を実施しながら、入場者数及び事業収益の目標を達成するため、事業の内容や広報について考えていきたい。

Ｓ 92

　厳しい状況の中、最大限の維持を行うことに注力することで、サービスの品質を保持できたと考えております。
【総合評価（評価できる点等）】
・企画展の整理券配布状況を職員が対応していたが、モニターに表示するデジタル化を図ったことにより来館者の利便性向上とと
もに業務の効率化につながった。
・小惑星探査機「はやぶさ２」の帰還に伴い、福島民報社と共催でパネル展を開催した。当館は解説パネルを民報社は模型や記事
パネルを展示することにより、より充実した内容となり多くの来館者にご覧いただいた。
・Facebook、Instagram、YouTubeチャンネルから館の事業等を広範囲に多くの方に伝えることができ、効果的な広報ができた。
・いち早くガイドラインの策定を行い、年間を通して新型コロナウイルス対策を十分に行うことで感染者の確認がされることなく
運営することができた。
・ガイドラインに基づく入場制限等を行う中での評価としては、お客様にも安心いただけるコロナ対策とその中での来館者数を確
保できたと考えているが、新型コロナウイルスの影響によりお客様の反応も鈍く、従来の利用者数等目標値は達成できなかった。

36,528利用料金収入 (千円） 10,676

備　　考

新型コロナウイルス拡大防止
による休館の影響や入場者の
定員減や入場制限の影響が大
きかった。

評価 評価内容

【次年度に向けて改善を望む点】
・新型コロナウイルス感染防止対策の徹底を継続しながら、「新しい生活様式」に沿った市民サービスの提供、事業展
開を今後も期待したい。

Ａ 82

【総合評価（評価できる点等）】
・SNSを利用して自宅でも宇宙や科学に触れる機会を提供する「#おうちでスぺパ」など、ポスト・ウィズコロナ時代に
沿ったサービスを実施し、指標を大きく上回る情報発信を積極的に行っている。
・施設の利用促進を図るため、福島民報社、東成イービー等の地元企業や会津大、日大等の学校教育機関、ムシテック
等類似教育施設、モルティ等関係機関と積極的に連携、協力した事業を企画運営している。
・企画展整理券配布状況案内について、モニター表示とするデジタル化を図り、来館者の利便性向上と職員の負担軽減
及び業務の効率化を図る取組みを行っている。
・新型コロナウイルス感染防止対策において、施設ガイドラインを策定・改訂した。ガイドラインに従い、非接触体温
計の設置や展示物のこまめな消毒をし、感染者を出さずに運営することができた。施設利用者に入館時に「来館者カー
ド」を記入してもらい、保管することで、施設利用者から新型コロナウイルスが発生した場合の迅速な対応に備えた。
展示ゾーンの観覧や宇宙劇場でのプラネタリウム鑑賞については、入場制限をするなど感染防止対策を徹底しながら、
施設利用者に安心して観覧・鑑賞してもらえるよう努めた。

企画展の整理券配布状況を職員が対応していたが、モニターに表示するデジタル化を図ったことにより来館者の利便性向上とともに業務の効率化につながった。

福島民報社と共催で小惑星探査機「はやぶさ２」の帰還に伴うパネル展を開催した。当館は解説パネルを民報社は模型や記事パネルを展示することにより、より充実した内容となり多くの来館者にご覧いただいた。

館の事業等の情報発信を積極的に行った。(ウェブサイト年間175回更新、Facebook年間73回更新、Instagram年間182回更新、YouTube年間32回配信）
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【各評価区分における得点率】


